
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
着座部と、前記着座部の後方に立設された背もたれ部と、を有するソファーであって、
前記着座部の下方に配設された基礎となる基礎フレームと、前記基礎フレームを固定する
下台と前記背もたれ部の背面を支持する背面支持部とを有するソファーフレームと、前記
基礎フレームの前端部に立設された縦フレームと、前記縦フレームの上部に突設された摺
動ピンと、下端部が前記基礎フレームに軸支された第１リンク部材と、前記基礎フレーム
と略水平に前記着座部に固定され後端部が前記第１リンク部材の上端側に軸支された第２
リンク部材と、溝部が前記摺動ピンに摺動自在に保持され前記第２リンク部材の前端部か
ら長さ方向の中程にかけて所定長さ形成された摺動溝と、下端部が前記第１リンク部材よ
り後方（背もたれ部側）の前記基礎フレームに軸支され上端部が前記背もたれ部の下部に
軸支された第３リンク部材と、一端が前記第１リンク部材の長さ方向の中程に軸支され他
端が前記第３リンク部材の長さ方向の中程に軸支された第４リンク部材と、を備えている
ことを特徴とするソファー。
【請求項２】
前記第１リンク部材が前方に傾斜して配設され、前記第３リンク部材が後方に傾斜して配
設されていることを特徴とする請求項１に記載のソファー。
【請求項３】
着座部と、前記着座部の後方に立設された背もたれ部と、を有するソファーであって、
前記着座部の下方に配設された基礎となる基礎フレームと、前記基礎フレームを固定する
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下台と前記背もたれ部の背面を支持する背面支持部とを有するソファーフレームと、下端
部が前記基礎フレームに軸支された第１リンク部材と、前記基礎フレームと略水平に前記
着座部に固定され後端部が前記第１リンク部材の上端側に軸支された第２リンク部材と、
下端部が前記第１リンク部材より後方（背もたれ部側）の前記基礎フレームに軸支され上
端部が前記背もたれ部の下部に軸支された第３リンク部材と、一端が前記第１リンク部材
の長さ方向の中程に軸支され他端が前記第３リンク部材の長さ方向の中程に軸支された第
４リンク部材と、下端部が前記第１リンク部材より前方の前記基礎フレームに軸支され上
端部が前記第２リンク部材の前端部側の所定部に軸支され前記基礎フレームに対する配設
角度が前記第１リンク部材と略同一である第５リンク部材と、を備えていることを特徴と
するソファー。
【請求項４】
着座部と、前記着座部の後方に立設された背もたれ部と、を有するソファーであって、
前記着座部の下方に配設された基礎となる基礎フレームと、前記基礎フレームを固定する
下台と前記背もたれ部の背面を支持する背面支持部とを有するソファーフレームと、下端
部が前記基礎フレームの前端部側に固定された２以上の第１支持部材と、前記第１支持部
材の上端部に形成された摺動ピンと、前記基礎フレームと略水平に前記着座部に固定され
た第２リンク部材と、前記第２リンク部材の前端部側から長さ方向の中程にかけて所定長
さ形成され前記摺動ピンに摺動自在に保持される摺動溝と、下端部が前記基礎フレームの
後端部側に軸支され上端部が前記背もたれ部の下部に軸支された第３リンク部材と、一端
が前記第２リンク部材の後端部側（背もたれ部側）に軸支され他端が前記第３リンク部材
の長さ方向の中程に軸支された第４リンク部材と、を備えていることを特徴とするソファ
ー。
【請求項５】
着座部と、前記着座部の後方に立設された背もたれ部と、を有するソファーであって、
前記着座部の下方に配設された基礎となる基礎フレームと、前記基礎フレームを固定する
下台と前記背もたれ部の背面を支持する背面支持部とを有するソファーフレームと、下端
部が前記基礎フレームに固定された第１支持部材と、前記第１支持部材の上端部に形成さ
れた摺動ピンと、前記基礎フレームと略水平に前記着座部に固定された第２リンク部材と
、前記第２リンク部材の長さ方向の中程から後端部側にかけて所定長さ形成され前記摺動
ピンに摺動自在に保持される摺動溝と、下端部が前記第１支持部材より後方（背もたれ部
側）の前記基礎フレームに軸支され上端部が前記背もたれ部の下部に軸支された第３リン
ク部材と、一端が前記第１支持部材より後方の前記第２リンク部材の後端部側に軸支され
他端が前記第３リンク部材の長さ方向の中程に軸支された第４リンク部材と、下端部が前
記第１支持部材より前方の前記基礎フレームに軸支され上端部が前記第２リンク部材の前
端部側の所定部に軸支された第５リンク部材と、を備えていることを特徴とするソファー
。
【請求項６】
一端が前記縦フレーム又は前記基礎フレーム若しくは第１支持部材に固定され他端が前記
第１リンク部材又は前記第３リンク部材若しくは前記第４リンク部材に固定された弾性体
を備えていることを特徴とする請求項１乃至５の内何れか一項に記載のソファー。
【請求項７】
前記第１リンク部材又は前記第４リンク部材の長さ方向の中程に突設され前記基礎フレー
ムの上面に当接して前記第１リンク部材又は第４リンク部材が過度に傾斜するのを防止す
る当接部を備えていることを特徴とする請求項１乃至６の内何れか一項に記載のソファー
。
【請求項８】
下端部が前記第３リンク部材より前方及び／又は後方の前記基礎フレームに軸支され上端
部が前記背もたれ部の下部に軸支され、前記基礎フレームに対する配設角度が前記第３リ
ンク部材と略同一である補助リンク部材を備えていることを特徴とする請求項１乃至７の
内何れか一項に記載のソファー。
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【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、着座部を前後に移動させるだけで背もたれ部が着座部に連動し背もたれ部の傾
斜角度を変化させることができるリクライニング式のソファーに関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、着座部を前後に摺動可能に配設して該着座部の長さが調節可能なソファーや背
もたれ部の傾斜角度が調節可能なソファー等の座り心地が調節可能なソファー、可動部が
全くない完全固定型のソファー等の種々のソファーが知られている。なかでも、近年、使
用性を追求した着座具合が調節可能なソファーが種々開発されている。従来のソファーと
して、例えば、特開平１０－２２５３３７号公報（以下、イ号公報という）には、「背も
たれを有するソファー本体に、ソファー本体と別体の座を後方へスライドするとその後部
が前記収容空間内に収容され、前方へスライドすると同後部が収容空間から前方に引出さ
れるようにしたソファー」が開示されている。
【０００３】
以下に従来のソファーについて、図面を参照しながら説明する。
図６は従来のソファーの要部斜視図である。
図６において、５１は従来のソファー、５２は立設されたソファー本体であり、背もたれ
５３を有する。５４はソファー本体５２の背もたれ５３の下方の前方及び側面が開口して
凹設された収容空間、５５は後部が収容空間５４に摺動自在に収納された座部、５６は座
部５５の前部の下面に固定されたキャスターであり、座部５５は前後部を収容空間５４及
びキャスター５６に各々支持されている。座部５５を前方へ移動させることにより、座部
５５はキャスター５６を転動させながら後部が収容空間５４から引きだされていく。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記従来の技術は、以下のような課題を有していた。
（１）背もたれ５３の傾斜角度を調節することができないので、体を充分に休めることが
できずくつろぎ感が得られず使用性に劣る。
（２）座部５５は前部がキャスター５６に支持され後部は収容空間５４に収納されている
だけなので、座部５５の後部が収容空間５４から抜脱する可能性が高く安全性に劣る。
【０００５】
本発明は上記従来の課題を解決するもので、着座部を前後に移動させるだけで着座部に連
動した背もたれ部の傾斜角度を変化させることができ、応接用として又はくつろぎ用とし
て使用できる利便性に優れたリクライニング式のソファーを提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
上記従来の課題を解決するために本発明のソファーは、以下の構成を有している。
本発明の請求項１に記載のソファーは、着座部と、前記着座部の後方に立設された背もた
れ部と、を有するソファーであって、前記着座部の下方に配設された基礎となる基礎フレ
ームと、前記基礎フレームを固定する下台と前記背もたれ部の背面を支持する背面支持部
とを有するソファーフレームと、前記基礎フレームの前端部に立設された縦フレームと、
前記縦フレームの上部に突設された摺動ピンと、下端部が前記基礎フレームに軸支された
第１リンク部材と、前記基礎フレームと略水平に前記着座部に固定され後端部が前記第１
リンク部材の上端側に軸支された第２リンク部材と、溝部が前記摺動ピンに摺動自在に保
持され前記第２リンク部材の前端部から長さ方向の中程にかけて所定長さ形成された摺動
溝と、下端部が前記第１リンク部材より後方（背もたれ部側）の前記基礎フレームに軸支
され上端部が前記背もたれ部の下部に軸支された第３リンク部材と、一端が前記第１リン
ク部材の長さ方向の中程に軸支され他端が前記第３リンク部材の長さ方向の中程に軸支さ
れた第４リンク部材と、を備えている構成を有している。
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【０００７】
この構成により、以下の作用が得られる。
（１）着座部を後方へ移動させることにより、摺動溝が摺動ピンに支持されながら第２リ
ンク部材が後方へ移動させられる。第１リンク部材の上端部は、第２リンク部材により基
礎フレームとの軸支部を中心に後方へ移動（回動）させられる。第４リンク部材は、第１
リンク部材により前端部が後方へ移動させられるとともに後端部で第３リンク部材を後方
へ押圧する。第３リンク部材の上端部は、基礎フレームとの軸支部を中心に後方へ移動（
回動）させられる。背もたれ部は、背面の上部が背面支持部に支持されながら下部が第３
リンク部材により後方へ移動させられ、起きた状態となる。よって、背もたれ部を単純な
操作で着座部に連動させて寝た状態から起きた状態にすることができるので、応接用とし
ても使用でき、使用性に優れる。
（２）着座部を前方へ移動させることにより、摺動溝が摺動ピンに支持されながら第２リ
ンク部材が前方へ移動させられる。第１リンク部材の上端部は、第２リンク部材により基
礎フレームとの軸支部を中心に前方へ移動（回動）させられる。第４リンク部材は、第１
リンク部材により前端部が前方へ移動させられるとともに後端部で第３リンク部材を前方
へ牽引する。第３リンク部材の上端部は、基礎フレームとの軸支部を中心に前方へ移動（
回動）させられる。背もたれ部は背面の上部が背面支持部に支持されながら下部が第３リ
ンク部材により前方へ移動させられ、寝た状態となる。よって、背もたれ部を単純な操作
で着座部に連動させて起きた状態から寝た状態にすることができるので、くつろぎ状態に
簡単に変化させることができ、多様性、利便性に優れる。
（３）リンク機構を構成している部材が少ないので、メンテナンス性に優れるとともに生
産性に優れる。
（４）着座部を背もたれ部側（後方）や前方へ移動するだけで、該ソファーを起きた状態
や寝た状態にすることができ、使用者の好みや使用状態に容易に合わせることができ使用
性や利便性に優れる。
【０００８】
ここで、該ソファーとしては、一人掛け乃至複数人掛けのものが用いられる。また、該ソ
ファーが複数人掛けの場合、各々の着座部が独立して動くように形成するのが好ましい。
これにより、該ソファーの使用性や利便性をさらに向上できる。
第４リンク部材の形状としては、直線状，三角形状，四角形状等が用いられるが、角部を
下方にして配設されたＬ型状，下方に湾出した形状等が好適に用いられる。着座部が下方
へ移動した際に着座部が第４リンク部材に当たることなく、第４リンク部材が着座部の下
方への移動の妨げになりにくいとともに、第４リンク部材の配設場所をとらないためであ
る。
ソファーフレームとしては、金属製やＦＲＰ等の合成樹脂性、木枠等で形成される。
第２リンク部材が軸支される第１リンク部材の上端側としては、第１リンク部材の上端部
若しくは第１リンク部材の長さ方向の中程より上方を指す。
第３リンク部材が軸支される背もたれ部の下部としては、背もたれ部の下面若しくは背も
たれ部の両側部の下部を指す。
摺動ピンとしては、摺動溝の溝部に係合され、溝部に摺動自在且つ摺動ピンを中心に摺動
溝が回動できる断面円形状のものが用いられる。特に、摺動ピンとして、縦フレームに軸
支された回転自在なローラ体を用いた場合、スムーズに摺動させることができる。
【０００９】
本発明の請求項２に記載の発明は、請求項１に記載のソファーであって、前記第１リンク
部材が前方に傾斜して配設され、前記第３リンク部材が後方に傾斜して配設されている構
成を有している。
【００１０】
この構成により、請求項１の作用に加え、以下の作用が得られる。
（１）着座部を後方へ移動させる際、第１リンク部材が後方かつ上方へ移動（回動）させ
られるので、第２リンク部材延いては着座部は後部が上昇させられながら後方へ移動させ
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られる。一方、第３リンク部材の上端部は後方かつ下方へ移動（回動）させられるので、
背もたれ部は下部が下降させられながら後方へ移動させられる。よって、背もたれ部は、
下部が着座部の後方に入り込み起きた状態になるので、背もたれ部の高さを寝た状態より
低くすることができ使用性に優れる。
（２）着座部を前方へ移動させる際、第１リンク部材が前方かつ下方へ移動（回動）させ
られるので、第２リンク部材延いては着座部は後部が下降させられながら前方へ移動させ
られる。一方、第３リンク部材の上端部は前方かつ上方へ移動（回動）させられるので、
背もたれ部は、下部が上昇させられながら前方へ移動させられる。よって、背もたれ部は
、下部が着座部の後方から上方へ抜け出して寝た状態になるので、背もたれ部の長さを起
きた状態より長くすることができ使用性に優れる。
【００１１】
本発明の請求項３に記載のソファーは、着座部と、前記着座部の後方に立設された背もた
れ部と、を有するソファーであって、前記着座部の下方に配設された基礎となる基礎フレ
ームと、前記基礎フレームを固定する下台と前記背もたれ部の背面を支持する背面支持部
とを有するソファーフレームと、下端部が前記基礎フレームに軸支された第１リンク部材
と、前記基礎フレームと略水平に前記着座部に固定され後端部が前記第１リンク部材の上
端側に軸支された第２リンク部材と、下端部が前記第１リンク部材より後方（背もたれ部
側）の前記基礎フレームに軸支され上端部が前記背もたれ部の下部に軸支された第３リン
ク部材と、一端が前記第１リンク部材の長さ方向の中程に軸支され他端が前記第３リンク
部材の長さ方向の中程に軸支された第４リンク部材と、下端部が前記第１リンク部材より
前方の前記基礎フレームに軸支され上端部が前記第２リンク部材の前端部側の所定部に軸
支され前記基礎フレームに対する配設角度が前記第１リンク部材と略同一である第５リン
ク部材と、を備えている構成を有している。
【００１２】
この構成により、以下の作用が得られる。
（１）着座部を後方（背もたれ部側）へ移動させることにより、第２リンク部材が第１リ
ンク部材及び第５リンク部材の上端部に軸支されながら後方へ移動させられる。第１リン
ク部材の上端部は、第２リンク部材の移動により、基礎フレームとの軸支部を中心に後方
へ移動（回動）させられる。第４リンク部材は、第１リンク部材の回動により、前端部が
後方へ移動させられるとともに後端部で第３リンク部材を後方へ押圧する。第３リンク部
材の上端部は、基礎フレームとの軸支部を中心に後方へ移動（回動）させられる。背もた
れ部は、背面の上部が背面支持部に支持されながら下部が第３リンク部材により後方へ移
動させられ、起きた状態となる。よって、背もたれ部を単純な操作で着座部に連動させて
寝た状態から起きた状態にすることができるので、応接用としても使用でき、使用性に優
れる。
（２）着座部を前方へ移動させることにより、第２リンク部材が第１リンク部材及び第５
リンク部材の上端部に軸支されながら前方へ移動させられる。第１リンク部材の上端部は
、第２リンク部材の移動により、基礎フレームとの軸支部を中心に前方へ移動（回動）さ
せられる。第４リンク部材は、第１リンク部材の回動により、前端部が前方へ移動させら
れるとともに後端部で第３リンク部材を前方へ牽引する。第３リンク部材の上端部は、基
礎フレームとの軸支部を中心に前方へ移動（回動）させられる。背もたれ部は、背面の上
部が背面支持部に支持されながら下部が第３リンク部材により前方へ移動させられ、寝た
状態となる。よって、背もたれ部を単純な操作で着座部に連動させて起きた状態から寝た
状態にすることができるので、くつろぎ状態に簡単に変化させることができ、多様性、利
便性に優れる。
（３）第１リンク部材と第５リンク部材との基礎フレームに対する配設角度が略同一であ
るので、寝た状態と起きた状態とで第２リンク部材（着座部）の基礎フレームに対する角
度が同一であり、使用性に優れる。
（４）リンク機構を構成している部材が少ないので、メンテナンス性に優れるとともに生
産性に優れる。
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（５）着座部を背もたれ部側（後方）や前方へ移動するだけで、該ソファーを起きた状態
や寝た状態にすることができ、使用者の好みや使用状態に容易に合わせることができ使用
性や利便性に優れる。
【００１３】
ここで、該ソファーとしては、一人掛け乃至複数人掛けのものが用いられる。また、該ソ
ファーが複数人掛けの場合、各々の着座部が独立して動くように形成するのが好ましい。
これにより、該ソファーの使用性や利便性をさらに向上できる。
第４リンク部材の形状としては、直線状，三角形状，四角形状等が用いられるが、角部を
下方にして配設されたＬ型状，下方に湾出した形状等が好適に用いられる。着座部が下方
へ移動した際に着座部が第４リンク部材に当たることなく、第４リンク部材が着座部の下
方への移動の妨げになりにくいとともに、第４リンク部材の配設場所をとらないためであ
る。
ソファーフレームとしては、金属製やＦＲＰ等の合成樹脂性、木枠等で形成される。
第２リンク部材が軸支される第１リンク部材の上端側としては、第１リンク部材の上端部
若しくは第１リンク部材の長さ方向の中程より上方を指す。
第３リンク部材が軸支される背もたれ部の下部としては、背もたれ部の下面若しくは両側
部の下部を指す。
【００１４】
本発明の請求項４に記載のソファーは、着座部と、前記着座部の後方に立設された背もた
れ部と、を有するソファーであって、前記着座部の下方に配設された基礎となる基礎フレ
ームと、前記基礎フレームを固定する下台と前記背もたれ部の背面を支持する背面支持部
とを有するソファーフレームと、下端部が前記基礎フレームの前端部側に固定された２以
上の第１支持部材と、前記第１支持部材の上端部に形成された摺動ピンと、前記基礎フレ
ームと略水平に前記着座部に固定された第２リンク部材と、前記第２リンク部材の前端部
側から長さ方向の中程にかけて所定長さ形成され前記摺動ピンに摺動自在に保持される摺
動溝と、下端部が前記基礎フレームの後端部側に軸支され上端部が前記背もたれ部の下部
に軸支された第３リンク部材と、一端が前記第２リンク部材の後端部側（背もたれ部側）
に軸支され他端が前記第３リンク部材の長さ方向の中程に軸支された第４リンク部材と、
を備えている構成を有している。
【００１５】
この構成により、以下の作用が得られる。
（１）着座部を後方へ移動させることにより、摺動溝が第１支持部材の摺動ピンに支持さ
れながら第２リンク部材が後方へ移動させられる。第４リンク部材は、第２リンク部材の
移動により前端部が後方へ移動させられるとともに後端部で第３リンク部材を後方へ押圧
する。第３リンク部材の上端部は、基礎フレームとの軸支部を中心に後方へ移動（回動）
させられる。背もたれ部は、背面の上部が背面支持部に支持されながら下部が第３リンク
部材により後方へ移動させられ、起きた状態となる。よって、背もたれ部を単純な操作で
着座部に連動させて寝た状態から起きた状態にすることができるので、応接用としても使
用でき、使用性に優れる。
（２）着座部を前方へ移動させることにより、摺動溝が第１支持部材の摺動ピンに支持さ
れながら第２リンク部材が前方へ移動させられる。第４リンク部材は、第２リンク部材の
移動により前端部が前方へ移動させられるとともに後端部で第３リンク部材を前方へ牽引
する。第３リンク部材の上端部は、基礎フレームとの軸支部を中心に前方へ移動（回動）
させられる。背もたれ部は背面の上部が背面支持部に支持されながら下部が第３リンク部
材により前方へ移動させられ、寝た状態となる。よって、背もたれ部を単純な操作で着座
部に連動させて起きた状態から寝た状態にすることができるので、くつろぎ状態に簡単に
変化させることができ、多様性、利便性に優れる。
（３）リンク機構を構成している部材が少ないので、メンテナンス性に優れるとともに生
産性に優れる。
（４）着座部を背もたれ部側（後方）や前方へ移動するだけで、該ソファーを起きた状態
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や寝た状態にすることができ、使用者の好みや使用状態に容易に合わせることができ使用
性や利便性に優れる。
（５）第１支持部材を２以上備えているので、第２リンク部材が回動せず、着座部の背も
たれ部側が下方（基礎フレーム側）へ沈むのを防止でき着座部の安定性に優れる。
（６）着座部を前方や後方に移動させて該ソファーを寝た状態や起きた状態にした際に、
着座部が上下動するのを防止でき着座部の座り心地を向上できる。
【００１６】
ここで、該ソファーとしては、一人掛け乃至複数人掛けのものが用いられる。また、該ソ
ファーが複数人掛けの場合、各々の着座部が独立して動くように形成するのが好ましい。
これにより、該ソファーの使用性や利便性をさらに向上できる。
第４リンク部材の形状としては、直線状，三角形状，四角形状等が用いられるが、角部を
下方にして配設されたＬ型状，下方に湾出した形状等が好適に用いられる。着座部が下方
へ移動した際に着座部が第４リンク部材に当たることなく、第４リンク部材が着座部の下
方への移動の妨げになりにくいとともに、第４リンク部材の配設場所をとらないためであ
る。
ソファーフレームとしては、金属製やＦＲＰ等の合成樹脂性、木枠等で形成される。
第３リンク部材が軸支される背もたれ部の下部としては、背もたれ部の下面若しくは背も
たれ部の両側部の下部を指す。
第１支持部材としては、下端部が基礎フレームに固定されていればよく、基礎フレームと
一体に形成してもよい。
第１支持部材の摺動ピンとしては、摺動溝の溝部に係合され、溝部と摺動自在のものであ
ればよい。特に、摺動ピンとして、第１支持部材に軸支された回転自在なローラ体を用い
た場合、スムーズに摺動させることができる。
【００１７】
本発明の請求項５に記載のソファーは、着座部と、前記着座部の後方に立設された背もた
れ部と、を有するソファーであって、前記着座部の下方に配設された基礎となる基礎フレ
ームと、前記基礎フレームを固定する下台と前記背もたれ部の背面を支持する背面支持部
とを有するソファーフレームと、下端部が前記基礎フレームに固定された第１支持部材と
、前記第１支持部材の上端部に形成された摺動ピンと、前記基礎フレームと略水平に前記
着座部に固定された第２リンク部材と、前記第２リンク部材の長さ方向の中程から後端部
側にかけて所定長さ形成され前記摺動ピンに摺動自在に保持される摺動溝と、下端部が前
記第１支持部材より後方（背もたれ部側）の前記基礎フレームに軸支され上端部が前記背
もたれ部の下部に軸支された第３リンク部材と、一端が前記第１支持部材より後方の前記
第２リンク部材の後端部側に軸支され他端が前記第３リンク部材の長さ方向の中程に軸支
された第４リンク部材と、下端部が前記第１支持部材より前方の前記基礎フレームに軸支
され上端部が前記第２リンク部材の前端部側の所定部に軸支された第５リンク部材と、を
備えている構成を有している。
【００１８】
この構成により、以下の作用が得られる。
（１）着座部を後方（背もたれ部側）へ移動させることにより、摺動溝が第１支持部材の
摺動ピンに支持されながら第２リンク部材が後方へ移動させられる。第５リンク部材の上
端部は、第２リンク部材の移動により、基礎フレームとの軸支部を中心に後方へ移動（回
動）させられる。第４リンク部材は、第２リンク部材の移動により、前端部が後方へ移動
させられるとともに後端部で第３リンク部材を後方へ押圧する。第３リンク部材の上端部
は、基礎フレームとの軸支部を中心に後方へ移動（回動）させられる。背もたれ部は、背
面の上部が背面支持部に支持されながら下部が第３リンク部材により後方へ移動させられ
、起きた状態となる。よって、背もたれ部を単純な操作で着座部に連動させて寝た状態か
ら起きた状態にすることができるので、応接用としても使用でき、使用性に優れる。
（２）着座部を前方へ移動させることにより、摺動溝が第１支持部材の摺動ピンに支持さ
れながら第２リンク部材が前方へ移動させられる。第５リンク部材の上端部は、第２リン
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ク部材の移動により、基礎フレームとの軸支部を中心に前方へ移動（回動）させられる。
第４リンク部材は、第２リンク部材の移動により、前端部が前方へ移動させられるととも
に後端部で第３リンク部材を前方へ牽引する。第３リンク部材の上端部は、基礎フレーム
との軸支部を中心に前方へ移動（回動）させられる。背もたれ部は、背面の上部が背面支
持部に支持されながら下部が第３リンク部材により前方へ移動させられ、寝た状態となる
。よって、背もたれ部を単純な操作で着座部に連動させて起きた状態から寝た状態にする
ことができるので、くつろぎ状態に簡単に変化させることができ、多様性、利便性に優れ
る。
（３）リンク機構を構成している部材が少ないので、メンテナンス性に優れるとともに生
産性に優れる。
（４）着座部を背もたれ部側（後方）や前方へ移動するだけで、該ソファーを起きた状態
や寝た状態にすることができ、使用者の好みや使用状態に容易に合わせることができ使用
性や利便性に優れる。
【００１９】
ここで、該ソファーとしては、一人掛け乃至複数人掛けのものが用いられる。また、該ソ
ファーが複数人掛けの場合、各々の着座部が独立して動くように形成するのが好ましい。
これにより、該ソファーの使用性や利便性をさらに向上できる。
第４リンク部材の形状としては、直線状，三角形状，四角形状等が用いられるが、角部を
下方にして配設されたＬ型状，下方に湾出した形状等が好適に用いられる。着座部が下方
へ移動した際に着座部が第４リンク部材に当たることなく、第４リンク部材が着座部の下
方への移動の妨げになりにくいとともに、第４リンク部材の配設場所をとらないためであ
る。
ソファーフレームとしては、金属製やＦＲＰ等の合成樹脂性、木枠等で形成される。
第３リンク部材が軸支される背もたれ部の下部としては、背もたれ部の下面若しくは両側
部の下部を指す。
第１支持部材の摺動ピンとしては、摺動溝の溝部に係合され、溝部と摺動自在且つ摺動ピ
ンを中心に摺動溝が回動できる断面円形状のものが用いられる。特に、摺動ピンとして、
第１支持部材に軸支された回転自在なローラ体を用いた場合、スムーズに摺動させること
ができる。
【００２０】
本発明の請求項６に記載の発明は、請求項１乃至５の内何れか一項に記載のソファーであ
って、一端が前記縦フレーム又は前記基礎フレーム若しくは第１支持部材に固定され他端
が前記第１リンク部材又は前記第３リンク部材若しくは前記第４リンク部材に固定された
弾性体を備えている構成を有している。
【００２１】
この構成により、請求項１乃至５の内何れか一項の作用に加え、以下の作用が得られる。
（１）第１リンク部材又は第３リンク部材若しくは第４リンク部材が弾性体により、縦フ
レーム又は基礎フレーム若しくは第１支持部材に連結されているので、第１リンク部材又
は第３リンク部材若しくは第４リンク部材の上端部を後方へ移動させるにはある程度の力
が必要であり、その結果、背もたれ部が寝た状態の際に、背もたれ部に人体等の荷重がか
かっても、背もたれ部が起きた状態にならず使用性に優れる。
（２）弾性体が背もたれ部への衝撃を吸収するので、人体にかかる負担が少なく使用性に
優れる。
ここで、弾性体としては、バネ，ゴム体等が用いられる。
【００２２】
本発明の請求項７に記載の発明は、請求項１乃至６の内何れか一項に記載のソファーであ
って、前記第１リンク部材又は前記第４リンク部材の長さ方向の中程に突設され前記基礎
フレームの上面に当接して前記第１リンク部材又は第４リンク部材が過度に傾斜するのを
防止する当接部を備えている構成を有している。
【００２３】
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この構成により、請求項１乃至６の内何れか一項の作用に加え、以下の作用が得られる。
（１）第１リンク部材又は第４リンク部材が所定の傾斜角度になった際に、当接部が基礎
フレームの上面に当接するので、第１リンク部材又は第４リンク部材が過度に傾斜するの
を防止するとともに、着座部が下方（基礎フレーム側）に移動しすぎるのを防止し、使用
性、安全性に優れる。
ここで、当接部としては、棒状体，突起体等が用いられる。
【００２４】
本発明の請求項８に記載の発明は、請求項１乃至７の内何れか一項に記載のソファーであ
って、下端部が前記第３リンク部材より前方及び／又は後方の前記基礎フレームに軸支さ
れ上端部が前記背もたれ部の下部に軸支され、前記基礎フレームに対する配設角度が前記
第３リンク部材と略同一である補助リンク部材を備えている構成を有している。
【００２５】
この構成により、請求項１乃至７の内何れか一項の作用に加え、以下の作用が得られる。
（１）第３リンク部材に加え補助リンク部材で背もたれ部を支持しているので、該ソファ
ーの使用時に背もたれ部が第３リンク部材を中心に容易に回動して背もたれ部がぐらつく
のを防止でき、背もたれ部の安定性を向上できるとともに、背もたれ部を確実に支持する
ことができ、安全性を向上できる。
【００２６】
ここで、補助リンク部材としては、第３リンク部材より前方及び／又は後方に１乃至複数
配設される。補助リンク部材を複数配設した場合、背もたれ部を強固に支持でき安全性を
向上できる。
【００２７】
【発明の実施の形態】
以下に本発明の実施の形態１におけるソファーについて図面を参照しながら説明する。
（実施の形態１）
図１は本発明の実施の形態１におけるソファーの斜視図であり、図２（ａ）は本発明の実
施の形態１における背もたれ部が寝た状態を示す図１のＡ－Ａ線における矢視断面図であ
り、図２（ｂ）は本発明の実施の形態１における背もたれ部が起きた状態を示す図１のＢ
－Ｂ線における矢視断面図である。
図１及び図２において、１は本発明の実施の形態１におけるソファー、２は後述の基礎フ
レームを固定する下台２ａと後述の背もたれ部の背面の中間より上方を支持する背面支持
部２ｂとを有する金属製や合成樹脂製等のソファーフレーム、２’はソファーフレーム２
の両脇に配設された肘掛け部、３は後述の座部と後述の背もたれ部（以下、背もたれ部３
側を後方として示す）が連動する構成を有するソファー本体であり、ソファーフレーム２
内に２基並設されている。
４はソファー本体３の下部に配設されたソファー本体３の基礎となる基礎フレームであり
、ボルト等により下台２ａに固定されている。５は基礎フレーム４の前端部に立設された
縦フレーム、５ａは縦フレーム５の上部の側面に突設された摺動ピンであり、先端部の径
が大きく形成され該先端部が後述の摺動溝内に係止されながら摺動する。６は下部の側面
が基礎フレーム４の長さ方向の側面の中程に軸支された第１リンク部材であり、上端が前
方に傾斜した状態で配設されている。７は基礎フレーム４と略水平に配設された第２リン
ク部材であり、後端部が第１リンク部材６の上端部に軸支されている。７ａは第２リンク
部材７の長さ方向の側壁の前端部から中程にかけて形成された摺動溝であり、摺動ピン５
ａを前後に摺動支持する。８は下部の側面が第１リンク部材６より後方の基礎フレーム４
の長さ方向の側面に軸支された第３リンク部材であり、着座部収納（背もたれ部が起きた
状態）時は後方に傾斜した状態で配設されている。９は短尺部材９ａと長尺部材９ｂが互
いに垂直になるように形成されたＬ型状の第４リンク部材であり、短尺部材９ａの上端部
が第１リンク部材６の長さ方向の中程に軸支され長尺部材９ｂの上端部が第３リンク部材
８の長さ方向の中程に軸支されている。９ｃは第４リンク部材９の短尺部材９ａの下端部
の基礎フレーム４側の側面に突設された当接部であり、基礎フレーム４の上面に当接する
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ことにより、短尺部材９ａが前方に傾斜しすぎるのを防止している。１０は一端が縦フレ
ーム５の長さ方向の中程に固定され他端が第４リンク部材９の短尺部材９ａの長さ方向の
中程に固定されたバネ等の弾性体である。
１１は下部が第２リンク部材７に一体に固定された着座部、１１ａは着座部１１の後部側
壁、１２は背面の上部が背面支持部２ｂの上部に当接支持され下端部１２ａの後部が第３
リンク部材８の上端部に軸支された背もたれ部である。
【００２８】
以上のように構成された本実施の形態１におけるソファーについて、背もたれ部を寝た状
態から起きた状態にする場合と起きた状態から寝た状態にする場合について、以下に図面
を参照しながら説明する。
（１）背もたれ部を寝た状態から起きた状態にする場合。
図２（ａ）において、まず、着座部１１を後方へ移動させる（押し込む）。これにともな
って、第２リンク部材７は摺動溝７ａが摺動ピン５ａに支持されながら、後方へ移動する
（矢印Ｃ）。第２リンク部材７の後端部は、第１リンク部材６により摺動ピン５ａを中心
に上方へ持ち上げられながら後方へ移動していく（矢印Ｄ）。これにともなって、着座部
１１も後端部を持ち上げられながら（矢印Ｅ）、後方へ移動する。
第１リンク部材６が基礎フレーム４との軸支部を中心に後方へ回動するので、第１リンク
部材６の回動にともない、第４リンク部材９の第１リンク部材６との軸支部が後方へ移動
させられる（矢印Ｆ）。これにともない、第４リンク部材９も弾性体１０を付勢しながら
後方へ移動する。また、第４リンク部材９の第３リンク部材８との軸支部も後方へ移動さ
せられ（矢印Ｇ）、第３リンク部材８は基礎フレーム４との軸支部を中心に後方へ大きく
回動して傾斜させられ、延いては第３リンク部材８と背もたれ部１２との軸支部も下方（
基礎フレーム４側）かつ後方へ移動させられる（矢印Ｈ）。背もたれ部１２は、背面を背
面支持部２ｂに支持されながら、第３リンク部材８によって下端部１２ａの後部が下方か
つ後方へ移動させられる（矢印Ｈ）ので、前面の下部が着座部１１の後部側壁１１ａに当
接しながら入り込み（矢印Ｉ）、徐々に下降しながら起きた状態（図２（ｂ）参照）にな
る。
この際、第４リンク部材９が弾性体１０により前方へ付勢された状態となっているが、背
もたれ部１２の前面の下部は着座部１１の後部側壁の下部に係止されているので、着座部
１１が前方へ移動することはない。
【００２９】
（２）背もたれ部を起きた状態から寝た状態にする場合。
図２（ｂ）において、まず、着座部１１を前方へ移動させる（引き出す）。これにともな
って、第２リンク部材７は、摺動溝７ａが摺動ピン５ａに支持されながら、前方へ移動す
る（矢印Ｊ）。また、第２リンク部材７の後端部は、第１リンク部材６の上端部を前方へ
引き、第１リンク部材６の上端部を第１リンク部材６の基礎フレーム４との軸支部を中心
に前方下側へ移動（回動）する（矢印Ｋ）。これにともなって、着座部１１も後端部を下
方（基礎フレーム４側）へ引っ張られながら（矢印Ｌ）、前方へ移動する。ここで、弾性
体１０が固定された第４リンク部９が第１リンク部６に軸支されているので、第１リンク
部材６は、弾性体１０の復元力により、基礎フレーム４との軸支部を中心に前方へ回動（
矢印Ｋ）させられる。これにともない、第４リンク部材９も弾性体１０の復元力により、
第４リンク部材９の第１リンク部材６との軸支部が前方へ移動させられ（矢印Ｍ）るとと
もに、第４リンク部材９が前方へ移動する。また、第４リンク部材９の第３リンク部材８
との軸支部も前方へ移動させられ（矢印Ｎ）、第３リンク部材８は基礎フレーム４との軸
支部を中心に回動して前方へ起こされ、延いては第３リンク部材８と背もたれ部１２との
軸支部も上方かつ前方へ移動させられる（矢印Ｏ）。背もたれ部１２は、背面の上部を背
面支持部２ｂに支持されながら、第３リンク部材８によって下端部１２ａの後部が上方か
つ前方へ移動させられる（矢印Ｏ）ので、前面の下部が着座部１１の後部側壁１１ａに当
接しながら上方へ抜け出し（矢印Ｐ）、徐々に上昇しながら寝た状態（図２（ａ）参照）
になる。
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【００３０】
以上のように本発明の実施の形態１におけるソファーは構成されているので、以下のよう
な作用を有する。
（１）着座部１１を後方へ押し込むだけで、着座部１１の後部が後方かつ上方へ移動し、
リンク機構で背もたれ部１２の下部が後方かつ下方へ移動するので、ソファー１を起きた
状態にすることが容易であり、使用性に優れる。
（２）着座部１１を前方へ引っ張るだけで、着座部１１の後部が前方かつ下方へ移動し、
これに伴いリンク機構で背もたれ部１２の下部が前方かつ上方へ移動するので、ソファー
１を寝た状態にすることが容易であり、使用性に優れる。
（３）当接部９ｃが基礎フレーム４の上面に当接することによって、着座部１１が下方に
移動しすぎるのを防止することができる。
（４）第４リンク部材９は弾性体１０に接続されているが、第３リンク部材８の上端部を
後方へ回動させるためには、弾性体１０を伸長させるだけの力が必要であり、背もたれ部
１２が寝た状態の際に、背もたれ部１２に人体等の荷重がかかっても、背もたれ部１２が
起きた状態にならず使用性に優れる。
（５）ソファー１を起きた状態にした際、第４リンク部材９が弾性体１０により前方に付
勢されているが、背もたれ部１２の前面の下部が着座部１１の後部側壁１１ａの下部に係
止されているので、着座部１１が容易に前方へ移動することがなく、ソファー１の起きた
状態での安定性に優れ、安全性に優れる。
（６）弾性体１０が背もたれ部１２への衝撃を吸収するので、人体にかかる負担が少なく
使用性に優れる。
（７）第４リンク部材９がＬ型状に形成されているので、着座部１１や背もたれ部１２の
下方への移動の妨げにならず、使用性に優れる。
（８）第１リンク部材６が前方に傾斜して配設され、前記第３リンク部材８が後方に傾斜
して配設されているので、着座部を後方へ移動させる際、着座部１１の後部を上昇させな
がら後方へ移動させることができるとともに、背もたれ部１２の下部を下降させながら後
方へ移動させることができ、その結果、ソファー１の起きた状態の際に、背もたれ部１２
の下部を着座部１１の後方に入り込ませることができ、背もたれ部の高さを寝た状態より
低くすることができ使用性に優れる。
（９）第１リンク部材６が前方に傾斜して配設され、前記第３リンク部材８が後方に傾斜
して配設されているので、着座部を前方へ移動させる際、着座部１１の後部を下降させな
がら前方へ移動させることができるとともに、背もたれ部１２の下部を上昇させながら前
方へ移動させることができ、その結果、ソファー１の寝た状態の際に、背もたれ部１２の
下部を着座部１１の後方から上方へ抜け出させることができ、背もたれ部の長さを起きた
状態より長くすることができ使用性に優れる。
【００３１】
（実施の形態２）
本発明の実施の形態２におけるソファーの斜視図は実施の形態１と同様のものであるので
、図１を用いて説明する。
図３（ａ）は本発明の実施の形態２における背もたれ部が寝た状態を示す図１のＡ－Ａ線
における矢視断面図であり、図３（ｂ）は本発明の実施の形態２における背もたれ部が起
きた状態を示す図１のＢ－Ｂ線における矢視断面図である。図３において、２はソファー
フレーム、２ａは下台、２ｂは背面支持部、２’は肘掛け部、３はソファー本体、４は基
礎フレーム、６は第１リンク部材、７は第２リンク部材、８は第３リンク部材、９は第４
リンク部材、９ａは短尺部材、９ｂは長尺部材、１１は着座部、１１ａは後部側壁、１２
は背もたれ部、１２ａは下端部であり、これらは実施の形態１と同様のものなので、同一
の符号を付してその説明を省略する。
２１は本発明の実施の形態２におけるソファー、２２は下端部が第１リンク部材６より前
方の基礎フレーム４に軸支され上端部が第２リンク部材７の前端部側の所定部に軸支され
た第５リンク部材である。第１リンク部材６と第５リンク部材２２との基礎フレーム４に
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対する角度は略同一である。２３は一端が基礎フレーム４に固定され他端が第１リンク部
材６に固定されたバネ等の弾性体、２４は第４リンク部材９の短尺部材９ａの前方に突設
された当接部である。
【００３２】
以上のように構成された本実施の形態２におけるソファーについて、背もたれ部を寝た状
態から起きた状態にする場合と起きた状態から寝た状態にする場合について、以下に図面
を参照しながら説明する。
（１）背もたれ部を寝た状態から起きた状態にする場合。
図３（ａ）において、まず、着座部１１を背もたれ部１２側（後方）へ移動させる（押し
込む）。これにより、第２リンク部材７は、第１リンク部材６の矢印ｄ方向への回動及び
第５リンク部材２２の矢印ｅ方向への回動により後方に持ち上げられながら、移動する（
矢印ｃ）。この際、第１リンク部材６は弾性体２３を伸長させながら移動する。また、第
５リンク部材２２及び第１リンク部材６は基礎フレーム４に対して略同一角度で配設され
ているので、第２リンク部材７及び着座部１１は基礎フレーム４に対して一定の角度を保
ちながら移動する。
第１リンク部材６は基礎フレーム４との軸支部を中心に後方へ回動するので、第４リンク
部材９の第１リンク部材６との軸支部が後方へ移動させられる（矢印ｆ）。これにともな
い、第４リンク部材９の第３リンク部材８との軸支部も後方へ移動させられ（矢印ｇ）、
第３リンク部材８は基礎フレーム４との軸支部を中心に後方へ大きく回動して傾斜させら
れ、延いては第３リンク部材８と背もたれ部１２との軸支部も下方（基礎フレーム４側）
かつ後方へ移動させられる（矢印ｈ）。背もたれ部１２は、背面を背面支持部２ｂの上端
部に支持されながら、第３リンク部材８によって下端部１２ａの後部が下方かつ後方へ移
動させられる（矢印ｈ）ので、前面の下部が着座部１１の後部側壁１１ａに当接しながら
入り込み（矢印ｉ）、徐々に下降しながら起きた状態（図３（ｂ）参照）になる。
この際、第１リンク部材６が弾性体２３により前方へ付勢された状態となっているが、背
もたれ部１２の前面の下部は着座部１１の後部側壁１１ａの下部に係止されているので、
着座部１１が前方へ移動することはない。
【００３３】
（２）背もたれ部を起きた状態から寝た状態にする場合。
図３（ｂ）において、まず、着座部１１を前方へ移動させる（引き出す）。これにともな
って、第２リンク部材７は、第１リンク部材６の移動（矢印ｋ）及び第５リンク部材２２
の移動（矢印ｌ）により斜め下方に下ろされながら、前方へ移動する（矢印ｊ）。この際
、第１リンク部材６は弾性体２３の復元力により前方へ牽引されながら移動する。また、
第５リンク部材２２及び第１リンク部材６は基礎フレーム４に対して略同一角度で配設さ
れているので、第２リンク部材７及び着座部１１は基礎フレーム４に対して一定の角度を
保ちながら移動する。
第１リンク部材６は基礎フレーム４との軸支部を中心に前方へ回動するので、第４リンク
部材９の第１リンク部材６との軸支部が前方へ移動させられる（矢印ｍ）。これにともな
い、第４リンク部材９の第３リンク部材８との軸支部も前方へ移動させられ（矢印ｎ）、
第３リンク部材８は基礎フレーム４との軸支部を中心に前方へ起こされ、延いては第３リ
ンク部材８と背もたれ部１２との軸支部も上方かつ前方へ移動させられる（矢印ｏ，ｐ）
。背もたれ部１２は、背面の上部を背面支持部２ｂの上部に支持されながら、第３リンク
部材８によって下端部１２ａの後部が上方かつ前方へ移動させられる（矢印ｏ）ので、前
面の下部が着座部１１の後部側壁１１ａに当接しながら上方へ抜け出し（矢印ｐ）、徐々
に上昇しながら寝た状態になり、当接部２４が基礎フレーム４の上面に当接することによ
り停止する（図３（ａ）参照）。
【００３４】
以上のように本発明の実施の形態２におけるソファーは構成されているので、以下のよう
な作用を有する。
（１）着座部１１を後方へ押し込むだけで、着座部１１の後部が後方かつ上方へ移動し、
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リンク機構で背もたれ部１２の下部が後方かつ下方へ移動するので、ソファー２１を起き
た状態にすることが容易であり、使用性に優れる。
（２）着座部１１を前方へ引っ張るだけで、着座部１１の後部が前方かつ下方へ移動し、
これに伴いリンク機構で背もたれ部１２の下部が前方かつ上方へ移動するので、ソファー
２１を寝た状態にすることが容易であり、使用性に優れる。
（３）起きた状態と寝た状態で、第２リンク部材７の基礎フレーム４に対する角度は略同
一なので、着座部１１の傾きが常に一定であり、使用性に優れる。
（４）第２リンク部材７が第１リンク部材６と第５リンク部材２２に連動して移動するの
で、起きた状態と寝た状態との相互変換をスムーズに行うことができ、使用性に優れる。
（５）当接部２４が基礎フレーム４の上面に当接することによって、着座部１１が下方に
移動しすぎるのを防止することができる。
（６）第１リンク部材６は弾性体２３に接続されているが、第３リンク部材８の上端部を
後方へ回動させるためには、弾性体２３を伸長させるだけの力が必要であり、背もたれ部
１２が寝た状態の際に、背もたれ部１２に人体等の荷重がかかっても、背もたれ部１２が
起きた状態にならず使用性に優れる。
（７）ソファー２１を起きた状態にした際、第１リンク部材６が弾性体２３により前方に
付勢されているが、背もたれ部１２の前面の下部が着座部１１の後部側壁１１ａの下部に
係止されているので、着座部１１が容易に前方へ移動することがなく、ソファー２１の起
きた状態での安定性に優れ、安全性に優れる。
（８）弾性体２３が背もたれ部１２への衝撃を吸収するので、人体にかかる負担が少なく
使用性に優れる。
（９）第４リンク部材９がＬ型状に形成されているので、着座部１１や背もたれ部１２の
下方への移動の妨げにならず、使用性に優れる。
【００３５】
（実施の形態３）
本発明の実施の形態３におけるソファーの斜視図は実施の形態１と同様のものであるので
、図１を用いて説明する。
図４（ａ）は本発明の実施の形態３における背もたれ部が寝た状態を示す図１のＡ－Ａ線
における矢視断面図であり、図４（ｂ）は本発明の実施の形態３における背もたれ部が起
きた状態を示す図１のＢ－Ｂ線における矢視断面図である。図４において、２はソファー
フレーム、２ａは下台、２ｂは背面支持部、２’は肘掛け部、３はソファー本体、４は基
礎フレーム、７は第２リンク部材、８は第３リンク部材、９ａは短尺部材、９ｂは長尺部
材、１１は着座部、１１ａは後部側壁、１２は背もたれ部、１２ａは下端部であり、これ
らは実施の形態１又は２と同様のものなので、同一の符号を付してその説明を省略する。
３１は本発明の実施の形態３におけるソファー、７ｂは第２リンク部材７の側壁の前端部
側から長さ方向の中程にかけて所定長さ形成された摺動溝、９′は一端が第２リンク部材
７の後端部側に軸支され他端が第３リンク部材８の長さ方向の中程に軸支された第４リン
ク部材、３２ａ，３２ｂは下端部が基礎フレーム４の前端部側に固定された第１支持部材
、３３ａ，３３ｂは第１支持部材３２ａ，３２ｂの上端部に形成され摺動溝７ｂに摺動自
在に係合された摺動ピン、３４は下端部が第３リンク部材８より後方の基礎フレーム４に
軸支され上端部が背もたれ部１２の下端部１２ａに軸支された補助リンク部材、３５は一
端が第１支持部材３２ｂに固定され他端が第４リンク部材９′の短尺部材９ａに固定され
たバネ等の弾性体である。
尚、第１支持部材３２ａ，３２ｂは、同一の高さで平行に配設され、実施の形態３では、
基礎フレーム４と略直角に立設されている。また、補助リンク部材３４と第３リンク部材
８との基礎フレーム４に対する角度は略同一である。
ここで、ソファー３１の着座部１１は、図１に示すように、各着座部１１ごとに動かすこ
とができるように形成されている。これにより、各着座部１１の各々を背もたれ部１２が
寝た状態や起きた状態に任意に調整でき、ソファー３１の使用性や利便性を向上できる。
【００３６】
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以上のように構成された本実施の形態３におけるソファーについて、背もたれ部を寝た状
態から起きた状態にする場合と起きた状態から寝た状態にする場合について、以下に図面
を参照しながら説明する。
（１）背もたれ部を寝た状態から起きた状態にする場合。
図４（ａ）において、まず、着座部１１を後方（背もたれ部１２側）へ移動させる（押し
込む）。これにともなって、第２リンク部材７は摺動溝７ｂが摺動ピン３３ａ，３３ｂに
支持されながら、後方へ移動し（矢印Ｃ′）、また、着座部１１も後方へ移動する（矢印
Ｅ′）。
第２リンク部材７の移動にともない、第４リンク部材９′の第２リンク部材７との軸支部
が弾性体３５を付勢しながら後方へ移動する（矢印Ｆ′）。また、第４リンク部材９′の
第３リンク部材８との軸支部も後方へ回動させられ（矢印Ｇ′）、第３リンク部材８は基
礎フレーム４との軸支部を中心に後方へ大きく回動して傾斜させられ、第３リンク部材８
と背もたれ部１２との軸支部も下方（基礎フレーム４側）かつ後方へ回動させられる（矢
印Ｈ′）。ここで、補助リンク部材３４は、第３リンク部材８の回動にともない、第３リ
ンク部材８と同様に、基礎フレーム４との軸支部を中心に後方へ大きく回動して傾斜させ
られ、補助リンク部材３４と背もたれ部１２との軸支部も下方かつ後方へ回動させられる
（矢印Ｈ′′）。
背もたれ部１２は、背面を背面支持部２ｂに支持されながら、第３リンク部材８，補助リ
ンク部材３４によって下端部１２ａの後部が下方かつ後方へ移動させられる（矢印Ｈ′，
Ｈ′′）ので、背もたれ部１２の前面の下部が着座部１１の後部側壁１１ａに当接しなが
ら入り込み（矢印Ｉ′）、徐々に下降しながら起きた状態（図４（ｂ）参照）になる。
この際、第４リンク部材９′が弾性体３５により前方へ付勢された状態となっているが、
背もたれ部１２の前面の下部は着座部１１の後部側壁１１ａの下部に係止されているので
、着座部１１が前方へ移動することはない。
【００３７】
（２）背もたれ部を起きた状態から寝た状態にする場合。
図４（ｂ）において、まず、着座部１１を前方へ移動させる（引き出す）。これにともな
って、第２リンク部材７は、摺動溝７ｂが摺動ピン３３ａ，３３ｂに支持されながら、前
方へ移動し（矢印Ｊ′）また、着座部１１も前方へ移動する（矢印Ｌ′）。
第２リンク部材７の移動にともない、第４リンク部材９′の第２リンク部材７との軸支部
が弾性体３５の復元力により前方へ移動する（矢印Ｍ′）。また、第４リンク部材９′の
第３リンク部材８との軸支部も前方へ移動させられ（矢印Ｎ′）、第３リンク部材８は基
礎フレーム４との軸支部を中心に回動して前方へ起こされ、第３リンク部材８と背もたれ
部１２との軸支部も上方かつ前方へ回動させられる（矢印Ｏ′）。ここで、補助リンク部
材３４は、第３リンク部材８の回動にともない、第３リンク部材８と同様に、基礎フレー
ム４との軸支部を中心に前方へ大きく回動して傾斜させられ、補助リンク部材３４と背も
たれ部１２との軸支部も上方かつ前方へ回動させられる（矢印Ｏ′′）。
背もたれ部１２は、背面の上部を背面支持部２ｂに支持されながら、第３リンク部材８，
補助リンク部材３４によって下端部１２ａの後部が上方かつ前方へ移動させられる（矢印
Ｏ′，Ｏ′′）ので、前面の下部が着座部１１の後部側壁１１ａに当接しながら上方へ抜
け出し（矢印Ｐ′）、徐々に上昇しながら寝た状態（図４（ａ）参照）になる。
【００３８】
以上のように本発明の実施の形態３におけるソファーは構成されているので、以下のよう
な作用を有する。
（１）着座部１１を後方へ押し込むだけで、リンク機構で背もたれ部１２の下部を後方か
つ下方へ移動することができるので、ソファー３１を起きた状態にすることが容易であり
、機能性や使用性に優れる。
（２）着座部１１を前方へ引っ張るだけで、リンク機構で背もたれ部１２の下部を前方か
つ上方へ移動することができるので、ソファー３１を寝た状態にすることが容易であり、
機能性や使用性に優れる。
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（３）第４リンク部材９′は弾性体３５に接続されているが、第３リンク部材８の上端部
を後方へ回動させる（背もたれ部１２を寝た状態から起きた状態にする）ためには、弾性
体３５を伸長させるだけの力が必要であり、背もたれ部１２が寝た状態の際に、背もたれ
部１２に人体等の荷重がかかっても、背もたれ部１２が起きた状態にならず使用性に優れ
る。
（４）ソファー３１を起きた状態にした際、第４リンク部材９′が弾性体３５により前方
に付勢されているが、背もたれ部１２の前面の下部が着座部１１の後部側壁１１ａの下部
に係止されているので、着座部１１が容易に前方へ移動することがなく、ソファー３１の
起きた状態での安定性に優れ、安全性に優れる。
（５）第４リンク部材９′がＬ型状に形成されているので、着座部１１や背もたれ部１２
の下方への移動の妨げにならず、使用性に優れる。
（６）第１支持部材３３ａ，３３ｂで第２リンク部材７を支持しているので、第２リンク
部材７が回動せず、着座部１１の背もたれ部１２側が下方へ沈むのを防止でき着座部１１
の安定性に優れるとともに、着座部１１を前方や後方へ移動させて該ソファーを寝た状態
や起きた状態にする際に、着座部１１が上下動するのを防止でき、着座部１１の座り心地
を向上できる。
【００３９】
（実施の形態４）
本発明の実施の形態４におけるソファーの斜視図は実施の形態１と同様のものであるので
、図１を用いて説明する。
図５（ａ）は本発明の実施の形態４における背もたれ部が寝た状態を示す図１のＡ－Ａ線
における矢視断面図であり、図５（ｂ）は本発明の実施の形態４における背もたれ部が起
きた状態を示す図１のＢ－Ｂ線における矢視断面図である。図５において、２はソファー
フレーム、２ａは下台、２ｂは背面支持部、２’は肘掛け部、３はソファー本体、４は基
礎フレーム、７は第２リンク部材、８は第３リンク部材、９′は第４リンク部材、９ａは
短尺部材、９ｂは長尺部材、１１は着座部、１１ａは後部側壁、１２は背もたれ部、１２
ａは下端部、２２は第５リンク部材、２４は当接部であり、これらは前述の実施の形態と
同様のものなので、同一の符号を付してその説明を省略する。
４１は本発明の実施の形態４におけるソファー、７ｃは第２リンク部材７の長さ方向の中
程から後端部側にかけて所定長さ形成された摺動溝、４２は下端部が第５リンク部材２２
より後方の基礎フレーム４に固定された第１支持部材、４３は第１支持部材４２の上端部
に形成され摺動溝７ｃに摺動自在に係合された摺動ピン、４４は一端が基礎フレーム４の
前方側に固定され他端が第４リンク部材９′の短尺部材９ａに固定されたバネ等の弾性体
である。
【００４０】
以上のように構成された本実施の形態４におけるソファーについて、背もたれ部を寝た状
態から起きた状態にする場合と起きた状態から寝た状態にする場合について、以下に図面
を参照しながら説明する。
（１）背もたれ部を寝た状態から起きた状態にする場合。
図５（ａ）において、まず、着座部１１を背もたれ部１２側（後方）へ移動させる（押し
込む）。これにより、第２リンク部材７は、第１支持部材４２の摺動ピン４３で支持され
ながら後方へ移動する（矢印ｃ′）。また、第５リンク部材２２は矢印ｅ′方向へ回動し
、着座部１１を後方に持ち上げながら、移動する（矢印ｃ′）。
第４リンク部材９′は第２リンク部材７の移動により、弾性体４４を付勢しながら前端部
が後方へ移動（矢印ｆ′）させられるとともに、第４リンク部材９′の第３リンク部材８
との軸支部も後方へ移動させられ（矢印ｇ′）、第３リンク部材８は基礎フレーム４との
軸支部を中心に後方へ大きく回動して傾斜させられ、第３リンク部材８と背もたれ部１２
との軸支部も下方（基礎フレーム４側）かつ後方へ移動させられる（矢印ｈ′）。背もた
れ部１２は、背面を背面支持部２ｂの上端部に支持されながら、第３リンク部材８によっ
て下端部１２ａの後部が下方かつ後方へ移動させられる（矢印ｈ′）ので、前面の下部が
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着座部１１の後部側壁１１ａに当接しながら入り込み（矢印ｉ′）、徐々に下降しながら
起きた状態（図５（ｂ）参照）になる。
この際、第４リンク部材９′が弾性体４４により前方へ付勢された状態となっているが、
背もたれ部１２の前面の下部は着座部１１の後部側壁１１ａの下部に係止されているので
、着座部１１が前方へ移動することはない。
【００４１】
（２）背もたれ部を起きた状態から寝た状態にする場合。
図５（ｂ）において、まず、着座部１１を前方へ移動させる（引き出す）。これにより、
第２リンク部材７は、第１支持部材４２の摺動ピン４３で支持されながら前方へ移動する
（矢印ｊ′）。また、第５リンク部材２２は矢印ｌ′方向へ回動し、着座部１１を前方の
斜め下方へ移動する（矢印ｊ′）。
第４リンク部材９′は第２リンク部材７の移動にともない、弾性体４４の復元力により牽
引されながら前端部が前方へ移動（矢印ｍ′）させられるとともに、第４リンク部材９′
の第３リンク部材８との軸支部も前方へ移動させられ（矢印ｎ′）、第３リンク部材８は
基礎フレーム４との軸支部を中心に前方へ大きく回動して傾斜させられ、第３リンク部材
８と背もたれ部１２との軸支部も上方かつ前方へ移動させられる（矢印ｏ′）。背もたれ
部１２は、背面の上部を背面支持部２ｂの上部に支持されながら、第３リンク部材８によ
って下端部１２ａの後部が上方かつ前方へ移動させられる（矢印ｏ′）ので、背もたれ部
１２の前面の下部が着座部１１の後部側壁１１ａに当接しながら上方へ抜け出し（矢印ｐ
′）、徐々に上昇しながら寝た状態になり、当接部２４が基礎フレーム４の上面に当接す
ることにより停止する（図５（ａ）参照）。
【００４２】
以上のように本発明の実施の形態４におけるソファーは構成されているので、以下のよう
な作用を有する。
（１）着座部１１を後方へ押し込むだけで、リンク機構で背もたれ部１２の下部を後方か
つ下方へ移動することができるので、ソファー４１を起きた状態にすることが容易であり
、機能性や使用性に優れる。
（２）着座部１１を前方へ引っ張るだけで、リンク機構で背もたれ部１２の下部を前方か
つ上方へ移動することができるので、ソファー４１を寝た状態にすることが容易であり、
機能性や使用性に優れる。
（３）第４リンク部材９′は弾性体４４に接続されているが、第３リンク部材８の上端部
を後方へ回動させるためには、弾性体４４を伸長させるだけの力が必要であり、背もたれ
部１２が寝た状態の際に、背もたれ部１２に人体等の荷重がかかっても、背もたれ部１２
が起きた状態にならず使用性に優れる。
（４）ソファー４１を起きた状態にした際、第４リンク部材９′が弾性体４４により前方
に付勢されているが、背もたれ部１２の前面の下部が着座部１１の後部側壁１１ａの下部
に係止されているので、着座部１１が容易に前方へ移動することがなく、ソファー４１の
起きた状態での安定性に優れ、安全性に優れる。
（５）弾性体４４が背もたれ部１２への衝撃を吸収するので、人体にかかる負担が少なく
使用性に優れる。
（６）第４リンク部材９′がＬ型状に形成されているので、着座部１１や背もたれ部１２
の下方への移動の妨げにならず、使用性に優れる。
（７）当接部２４が基礎フレーム４の上面に当接することによって、着座部１１が下方に
移動しすぎるのを防止することができる。
【００４３】
【発明の効果】
本発明の請求項１の発明によれば、以下の効果が得られる。
（１）着座部を後方（背もたれ部側）へ移動させることにより、摺動溝が摺動ピンに支持
されながら第２リンク部材が後方へ移動させられる。第１リンク部材の上端部は、第２リ
ンク部材により基礎フレームとの軸支部を中心に後方へ移動（回動）させられる。第４リ
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ンク部材は、前端部が第１リンク部材により後方へ移動させられるとともに後端部で第３
リンク部材を後方へ押圧する。第３リンク部材の上端部は、基礎フレームとの軸支部を中
心に後方へ移動（回動）させられる。背もたれ部は、背面の上部が背面支持部に支持され
ながら下部が第３リンク部材により後方へ移動させられ、起きた状態となる。よって、背
もたれ部を単純な操作で着座部に連動させて寝た状態から起きた状態にすることができる
ので、応接用としても使用でき、使用性に優れる。
（２）着座部を前方へ移動させることにより、摺動溝が摺動ピンに支持されながら第２リ
ンク部材が前方へ移動させられる。第１リンク部材の上端部は、第２リンク部材により基
礎フレームとの軸支部を中心に前方へ移動（回動）させられる。第４リンク部材は、前端
部が第１リンク部材により前方へ移動させられるとともに後端部で第３リンク部材を前方
へ牽引する。第３リンク部材の上端部は、基礎フレームとの軸支部を中心に前方へ移動（
回動）させられる。背もたれ部は背面の上部が背面支持部に支持されながら下部が第３リ
ンク部材により前方へ移動させられ、寝た状態となる。よって、背もたれ部を単純な操作
で着座部に連動させて起きた状態から寝た状態にすることができるので、くつろぎ状態に
簡単に変化させることができ、多様性、利便性に優れる。
（３）リンク機構を構成している部材が少ないので、メンテナンス性に優れるとともに生
産性に優れる。
（４）着座部を背もたれ部側（後方）や前方へ移動するだけで、該ソファーを起きた状態
や寝た状態にすることができ、使用者の好みや使用状態に容易に合わせることができ使用
性や利便性に優れる。
【００４４】
本発明の請求項２の発明によれば、請求項１の効果に加え、以下の効果が得られる。
（１）着座部を後方（背もたれ部側）へ移動させる際、第１リンク部材が後方かつ上方へ
移動（回動）させられるので、第２リンク部材延いては着座部は後部が上昇させられなが
ら後方へ移動させられる。一方、第３リンク部材の上端部は後方かつ下方へ移動（回動）
させられるので、背もたれ部は下部が下降させられながら後方へ移動させられる。よって
、背もたれ部は、下部が着座部の後方に入り込み起きた状態になるので、背もたれ部の高
さを寝た状態より低くすることができ使用性に優れる。
（２）着座部を前方へ移動させる際、第１リンク部材が前方かつ下方へ移動（回動）させ
られるので、第２リンク部材延いては着座部は後部が下降させられながら前方へ移動させ
られる。一方、第３リンク部材の上端部は前方かつ上方へ移動（回動）させられるので、
背もたれ部は、下部が上昇させられながら前方へ移動させられる。よって、背もたれ部は
、下部が着座部の後方から上方へ抜け出して寝た状態になるので、背もたれ部の長さを起
きた状態より長くすることができ使用性に優れる。
【００４５】
本発明の請求項３の発明によれば、以下の効果が得られる。
（１）着座部を後方（背もたれ部側）へ移動させることにより、第２リンク部材が第１リ
ンク部材及び第５リンク部材の上端部に軸支されながら後方へ移動させられる。第１リン
ク部材の上端部は、第２リンク部材により基礎フレームとの軸支部を中心に後方へ移動（
回動）させられる。第４リンク部材は、前端部が第１リンク部材により後方へ移動させら
れるとともに後端部で第３リンク部材を後方へ押圧する。第３リンク部材の上端部は、基
礎フレームとの軸支部を中心に後方へ移動（回動）させられる。背もたれ部は、背面の上
部が背面支持部に支持されながら下部が第３リンク部材により後方へ移動させられ、起き
た状態となる。よって、背もたれ部を単純な操作で着座部に連動させて寝た状態から起き
た状態にすることができるので、応接用として使用でき、使用性に優れる。
（２）着座部を前方へ移動させることにより、第２リンク部材が第１リンク部材及び第５
リンク部材の上端部に軸支されながら前方へ移動させられる。第１リンク部材の上端部は
、第２リンク部材により基礎フレームとの軸支部を中心に前方へ移動（回動）させられる
。第４リンク部材は、前端部が第１リンク部材により前方へ移動させられるとともに後端
部で第３リンク部材を前方へ牽引する。第３リンク部材の上端部は、基礎フレームとの軸
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支部を中心に前方へ移動（回動）させられる。背もたれ部は、背面の上部が背面支持部に
支持されながら下部が第３リンク部材により前方へ移動させられ、寝た状態となる。よっ
て、背もたれ部を単純な操作で着座部に連動させて起きた状態から寝た状態にすることが
できるので、くつろぎ状態に簡単に変化させることができ、多様性、利便性に優れる。
（３）第１リンク部材と第５リンク部材との基礎フレームに対する配設角度が略同一であ
るので、寝た状態と起きた状態とで第２リンク部材（着座部）の基礎フレームに対する角
度が同一であり、使用性に優れる。
（４）リンク機構を構成している部材が少ないので、メンテナンス性に優れるとともに生
産性に優れる。
（５）着座部を背もたれ部側（後方）や前方へ移動するだけで、該ソファーを起きた状態
や寝た状態にすることができ、使用者の好みや使用状態に容易に合わせることができ使用
性や利便性に優れる。
【００４６】
本発明の請求項４の発明によれば、以下の効果が得られる。
（１）着座部を後方へ移動させることにより、摺動溝が第１支持部材の摺動ピンに支持さ
れながら第２リンク部材が後方へ移動させられる。第４リンク部材は、第２リンク部材の
移動により前端部が後方へ移動させられるとともに、後端部で第３リンク部材を後方へ押
圧する。第３リンク部材の上端部は、基礎フレームとの軸支部を中心に後方へ移動（回動
）させられる。背もたれ部は、背面の上部が背面支持部に支持されながら下部が第３リン
ク部材により後方へ移動させられ、起きた状態となる。よって、背もたれ部を単純な操作
で着座部に連動させて寝た状態から起きた状態にすることができるので、応接用としても
使用でき、使用性に優れる。
（２）着座部を前方へ移動させることにより、摺動溝が第１支持部材の摺動ピンに支持さ
れながら第２リンク部材が前方へ移動させられる。第４リンク部材は、第２リンク部材の
移動により前端部が前方へ移動させられるとともに、後端部で第３リンク部材を前方へ牽
引する。第３リンク部材の上端部は、基礎フレームとの軸支部を中心に前方へ移動（回動
）させられる。背もたれ部は背面の上部が背面支持部に支持されながら下部が第３リンク
部材により前方かつ上方へ移動させられ、寝た状態となる。よって、背もたれ部を単純な
操作で着座部に連動させて起きた状態から寝た状態にすることができるので、くつろぎ状
態に簡単に変化させることができ、多様性、利便性に優れる。
（３）リンク機構を構成している部材が少ないので、メンテナンス性に優れるとともに生
産性に優れる。
（４）着座部を背もたれ部側（後方）や前方へ移動するだけで、該ソファーを起きた状態
や寝た状態にすることができ、使用者の好みや使用状態に容易に合わせることができ使用
性や利便性に優れる。
（５）第１支持部材を２以上備えているので、第２リンク部材が回動せず、着座部の背も
たれ部側が下方（基礎フレーム側）へ沈むのを防止でき、着座部の安定性に優れ、また、
着座部を前方や後方に移動させて該ソファーを寝た状態や起きた状態にする際に、着座部
が上下動せず着座部の座り心地に優れる。
【００４７】
本発明の請求項５の発明によれば、以下の効果が得られる。
（１）着座部を後方（背もたれ部側）へ移動させることにより、摺動溝が第１支持部材の
摺動ピンに支持されながら第２リンク部材が後方へ移動させられる。第５リンク部材の上
端部は、第２リンク部材の移動により、基礎フレームとの軸支部を中心に後方へ移動（回
動）させられる。第４リンク部材は、第２リンク部材の移動により、前端部が後方へ移動
させられるとともに後端部で第３リンク部材を後方へ押圧する。第３リンク部材の上端部
は、基礎フレームとの軸支部を中心に後方へ移動（回動）させられる。背もたれ部は、背
面の上部が背面支持部に支持されながら下部が第３リンク部材により後方へ移動させられ
、起きた状態となる。よって、背もたれ部を単純な操作で着座部に連動させて寝た状態か
ら起きた状態にすることができるので、応接用としても使用でき、使用性に優れる。
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（２）着座部を前方へ移動させることにより、摺動溝が第１支持部材の摺動ピンに支持さ
れながら第２リンク部材が前方へ移動させられる。第５リンク部材の上端部は、第２リン
ク部材の移動により、基礎フレームとの軸支部を中心に前方へ移動（回動）させられる。
第４リンク部材は、第２リンク部材の移動により、前端部が前方へ移動させられるととも
に後端部で第３リンク部材を前方へ牽引する。第３リンク部材の上端部は、基礎フレーム
との軸支部を中心に前方へ移動（回動）させられる。背もたれ部は、背面の上部が背面支
持部に支持されながら下部が第３リンク部材により前方かつ上方へ移動させられ、寝た状
態となる。よって、背もたれ部を単純な操作で着座部に連動させて起きた状態から寝た状
態にすることができるので、くつろぎ状態に簡単に変化させることができ、多様性、利便
性に優れる。
（３）リンク機構を構成している部材が少ないので、メンテナンス性に優れるとともに生
産性に優れる。
（４）着座部を背もたれ部側（後方）や前方へ移動するだけで、該ソファーを起きた状態
や寝た状態にすることができ、使用者の好みや使用状態に容易に合わせることができ使用
性や利便性に優れる。
【００４８】
本発明の請求項６の発明によれば、請求項１乃至５の内何れか一項の効果に加え、以下の
効果が得られる。
（１）第１リンク部材又は第３リンク部材若しくは第４リンク部材が弾性体により、縦フ
レーム又は基礎フレーム若しくは第１支持部材に連結されているので、第１リンク部材又
は第３リンク部材若しくは第４リンク部材の上端部を後方へ移動させるにはある程度の力
が必要であり、その結果、背もたれ部が寝た状態の際に、背もたれ部に人体等の荷重がか
かっても、背もたれ部が起きた状態にならず使用性に優れる。
（２）弾性体が背もたれ部への衝撃を吸収するので、人体にかかる負担が少なく使用性に
優れる。
【００４９】
本発明の請求項７の発明によれば、請求項１乃至６の内何れか一項の効果に加え、以下の
効果が得られる。
（１）第１リンク部材又は第４リンク部材が所定の傾斜角度になった際に、当接部が基礎
フレームの上面に当接するので、第１リンク部材又は第４リンク部材が過度に傾斜するの
を防止するとともに、着座部が下方（基礎フレーム側）に移動しすぎるのを防止し、使用
性、安全性に優れる。
【００５０】
本発明の請求項８の発明によれば、請求項１乃至７の内何れか一項の効果に加え、以下の
効果が得られる。
（１）第３リンク部材に加え補助リンク部材で背もたれ部を支持しているので、該ソファ
ーの使用時に背もたれ部が第３リンク部材を中心に容易に回動して背もたれ部がぐらつく
のを防止でき、背もたれ部の安定性に優れるとともに、背もたれ部を確実に支持すること
ができ安全性に優れる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態１におけるソファーの要部斜視図
【図２】（ａ）本発明の実施の形態１における背もたれ部が寝た状態を示す図１のＡ－Ａ
線における矢視要部断面図
（ｂ）本発明の実施の形態１における背もたれ部が起きた状態を示す図１のＢ－Ｂ線にお
ける矢視要部断面図
【図３】（ａ）本発明の実施の形態２における背もたれ部が寝た状態を示す図１のＡ－Ａ
線における矢視要部断面図
（ｂ）本発明の実施の形態２における背もたれ部が起きた状態を示す図１のＢ－Ｂ線にお
ける矢視要部断面図
【図４】（ａ）本発明の実施の形態３における背もたれ部が寝た状態を示す図１のＡ－Ａ
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線における矢視要部断面図
（ｂ）本発明の実施の形態３における背もたれ部が起きた状態を示す図１のＢ－Ｂ線にお
ける矢視要部断面図
【図５】（ａ）本発明の実施の形態４における背もたれ部が寝た状態を示す図１のＡ－Ａ
線における矢視要部断面図
（ｂ）本発明の実施の形態５における背もたれ部が起きた状態を示す図１のＢ－Ｂ線にお
ける矢視要部断面図
【図６】従来のソファーの要部斜視図
【符号の説明】
１，２１，３１，４１，　　ソファー
２　　ソファーフレーム
２ａ　　下台
２ｂ　　背面支持部
２’　　肘掛け部
３　　ソファー本体
４　　基礎フレーム
５　　縦フレーム
５ａ，３３ａ，３３ｂ，４３　　摺動ピン
６　　第１リンク部材
７　　第２リンク部材
７ａ，７ｂ，７ｃ　　摺動溝
８　　第３リンク部材
９，９′　　第４リンク部材
９ａ　　短尺部材
９ｂ　　長尺部材
９ｃ，２４　　当接部
１０，２３，３５，４４　　弾性体
１１　　着座部
１１ａ　後部側壁
１２　　背もたれ部
１２ａ　下端部
２２　第５リンク部材
３２ａ，３２ｂ，４２　第１支持部材
３４　補助リンク部材
５１　　従来のソファー
５２　　ソファー本体
５３　　背もたれ
５４　　収容空間
５５　　座部
５６　　キャスター
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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